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六字真言の観法化について

韓国における六字真言の受容 と観法化 を中心 として

許 一 範

1.六 字真 言 の受容

六字大明王真言即ちオム ・マ ・二 ・パ ド・メ ・フムとい う六字真言は現在韓国

の中で広 く持誦 されてお り,ま たそ れ は観法化され,修 行法 として定着 して い

る。

ここでは この真言の受容 と観法化について考えて見ることにする。

まず六字真言について説かれている文献的な典拠になる経典には 『大乗荘厳宝

王経』1)がある。この経典は除蓋障菩薩の質問に対し,釈 尊が答える形式になって

お り,そ の中には六字真言を得る因縁 と功徳及び観音菩薩だけがその明呪に住す

ると説かれいる。

次にチベ ットに伝わられている 『マニカソブム』 とい う書物を挙げることがで

きる。その中には十万の法語,阿 弥陀仏 と観音菩薩の教勅などについて記されて

お り,こ れはチベ ットの観音信仰について説 くものにしてチベ ットの中では六字

真言の由来 と功徳について説 く書物 として重視されている。

また 『大乗荘厳宝王経』及び 『マニカンブム』 と密接な関係にある 『聖観自在

求修六字禅定』2)がある。これは中国の中で元時代の以前にはすでに成立 していた

とされてお り3),そ の中には六字真言を観想す る と五仏を成就 し,六 道の衆生を

救済 し,六 波羅蜜を成就することができると記されている4)。以上のことに よ り

六字真言は観音信仰 と密接な関係にあ り,チ ベ ット井びに中国において信仰され

たことがわかる。

特に韓国の場合は六字真言が展開 して行 く過程の中でその真言の一一の種子に

それぞれの仏菩薩を当てはめ,そ れらに新しい意味を附与 している。即ち韓国に

おげる六字真言はただの観音菩薩の真言だけではな く全ての仏菩薩の真言を代表

する真言 として展開していったのである5)。

以上のような考え方は 『守護国界主陀羅尼経』の中に"庵 字は毘盧遮那仏の真
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身であ り,掩 字は一切陀羅尼の母である。 したがって一切如来を生ず ることがで

きる。如来 より一切の菩薩が生ずる。菩薩より一切の衆生乃至すべての善根が生

ずる"6)と説かていること,及 び 『聖観 自在求修六字禅定』の中に"こ の真言はす

べての仏の母である"7)とい う記述,ま た 『六字霊感大明王経』の中に"こ れは真

言陀羅尼中の第一になる真言である"8)と記されてい る こ ととの関聯性を持って

いると思われる。

とりあえず韓国の中で六字真言に関する信仰は古 くから行なわれてお り,そ の

特徴を持 っていることが分かる。

さて韓国における六字真言に関する文献が最初に伝わ られた時期について考 え

てみたい,今 のところでは参考文献 として初彫大蔵経 と高麗史を挙げることがで

きる。その中でA.D.1050年 最初に作 られた高麗大蔵経 の場合は多 くの部分が失

なわれてお り,A.D.1236年 からA.D.1251年に かけて作 られた二番目の高麗大

蔵経を参考することができる。

この二番 目に作 られたものには六字真言の典拠になる 『大乗荘厳宝王経』が入

っている9)。

また 『高麗史』について注 目しなければならない。即ちその中には"丙 午3年

3月 契丹から大蔵経が送 られた時王はていねいにそれ を迎えた"10)とい う記録で

ある。

この記述の中で六字真言 と関聯性があるところは見当らないけれどもチベ ット

と近い契丹から大蔵経が送 られた とい うことより 『大乗荘厳宝王経』或いは六字

真言がその時,伝 えられたのではないかと考えられる。

ここでわれわれは以上のような文献的な典拠を持って六字真言の韓国伝来を11

世紀中半から13世紀中半 とみることができる。

2.六 字 真言 の 観法化

それではまず韓国における六字真言の展開について考えてみるとにする。現在

まで残っている文献或いは遺物り中でその典拠になるものには初めに 『真言集』

を挙げることができる。 ここで 『真言集』 とは真言陀羅尼を集めて編輯したもの

である。現在残っている 『真言集』の中で一番古いものはA.D.1218年 高麗時代

開国寺において作られた 『梵書総持集』である。またその次にA.D.1463作 られ

たこの真言集の写本には六字真言が現われている。さらにこれはA.D.1569年 に

再び編輯され,A.1).1800年 まで何回も発行されている。
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二番 目には儀軌類を挙げることができる。その中で 『聖観自在求修六字禅定』

の場合は中国の中で作 られたものが韓国に受けいれ られ,A.D.1560年 朝鮮時代

に再出刊 されている。次に『 観世音六字大明王神呪経』は 『聖観自在求修六字禅

定』に真言の布字念誦法 と六字観音念図を加えた ものであ り,A.D.1908年 に作

られた。

その他にもA.D.1649年 の 『法性偈図』11)に入っているもの,A.D.1640年 の変

相図12)などに入っているものなどがある。

また遺物には香炉13),瓦14),梵 鍾15)などにきざまれている多 くの六字真言の梵

字がある。まず香炉にきざまれているものの中で一番古いものはA.D.1177年 に

表忠寺において造 られている。また瓦にきざまれているものには長谷寺のものを

初め,朝 鮮時代に建てられている多 くの寺院の中で見つけることができる。その

次に梵鍾にきざまれているものの中で一番古いものはA.D.1157年 に造られたも

のである。その外にも塔16),鉢17)な どにきざまれているものなどがある。

われわれは以上のような書物井びに遺物を通じて高麗時代から朝鮮時代にかけ

て六字真言が広 く流布されたことが分がる。

それではこのような六字真言がどのようにして修行法に受け入れ られたのかに

ついて考えてみよう。

まず韓国における六字真言の持誦法はその真言を五仏,五 方に配当し,観 想す

る観念真言としての特徴をもっている。 このような六字真言の観念真言化の教義

的な根拠になるものには六字に五仏 と持金剛菩薩を配当 し,そ れぞれの種子に意

味を附与 す る 『聖観自在求修六字禅定』17)及び五仏を五方に配当し,身 の五 力処

に観ずる六字の観想法を図にして表わしている 『六字大明王神呪経』18)がある。

またこのような根拠をもってA.D.19世 紀中半の白祥奎 とい う人物は 『六字霊

感大明王経』の中で"オ ム字は本性を表わしている。これを中方毘盧遮那法身の

覚 りといい,マ 字は毘盧法身の大用性を表わす。東方は不動尊の覚 りといい,ニ

字は中道を表わしている。南方は宝生仏の覚 りといい。パド字は体大を表わす。

西方は無量寿仏 といい,メ 字は万物が本源にもとつていくことを表わ している。

北方は不空成就仏 といい,フ ム字は大執金剛及び金剛持 といい,こ の六字は全べ

て微妙本心である"19)と述べている。

また以上のような考え方は19世紀末か ら20世紀の初めになって修行法 として観

法化され,韓 国Vr定着することになる。

このようなことは ここで一歩進み,「 自己観音密呪観念図」 とい う観法に展開
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して い く。 即 ち オ ム字 の毘 盧遮 那 仏 は 中 方 に して へ そ,マ 字 の 阿 闕仏 は東 方 に し

て左 のわ き した,二 字 の宝 生 仏 は 南 方 に して む ね,パ ド字 の 阿 弥 陀仏 は西 方 に し

て右 のわ き した,メ 字 の不 空 成 就 仏 は 北 方 に して丹 田,フ ム字 の執 金剛 は間 方 に

し て の ど に配 当 して い る20)。19世 紀 中 半 か ら20世 紀 初 め に か け て活 動 して い た 白

竜 城 は 彼 の 『六 字 大 明 王 経 の持 誦 法 』 の中 で オ ムマ ニパ ドメ フ ムの六 字 を眼 耳 鼻

舌 身 意 の六 根 に 配 当 し,六 字 真 言 を 念 誦す る と六 根 を通 じて宇 宙 法 界 に達 す る こ

とが き る21)と述 べ て い る。

以 上 の よ うな修 行 法 の流 れ は今 世 紀 の中 半 に登 場 す る孫 奎 祥 と い う人 物 に よ

り,真 覚 宗 とい う一 つ の宗 派 に展 開 してい った ので あ る。
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